































したということが分かる。その 2 年後の 1941 年 7 月 2 日に、昭和天皇は御前会議で「南進
策」を決断した。同年 12 月 8 日に至ると、日本はついにアジア太平洋戦争に突入した。そ
の後、南太平洋の戦局の悪化に伴って、満洲国に駐兵する関東軍の大部隊も漸次南方へ抽
出、転用され、最終的に満洲国の防衛が不可能となった。この満洲国の崩壊を決定づけた





















儡国家で、その存続期間は 1932 年 3 月 1 日、
清朝最後の皇帝宣統帝愛新覚羅溥儀を満洲国
執政とした「満洲国建国宣言」の発表から
1945 年 8 月 18 日の満洲国皇帝溥儀の退位宣
言まで僅か 13 年 5 ヶ月余りにすぎなかった。
満洲国は、戦後の新中国では「偽満洲国」と
呼ばれている。 



























































遠藤三郎は 1893（明治 26）年 1 月 2 日に、
山形県東置賜郡小松町の呉服商家の三男とし
て生まれた。地元の小学校を卒業後、1907 年
9 月から 1912 年 5 月まで仙台陸軍幼年学校6 
に学び、軍人の生涯を目指すことになった。
その後、1912 年 12 月、陸軍士官学校に入学、
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少尉）となった。やがて 1923 年 12 月、参謀
本部作戦課に配属され、3年後の 1926年 3月、
フランス駐在員を拝命、フランスに渡り、1927
年 6 月メッツ防空学校（半年）、11 月からフ
ランス陸軍大学校で約 2 年間軍事学を学習し











































1945 年 8 月、「ポツダム宣言」を受諾した
大日本帝国の敗北と満洲国の崩壊で、遠藤は
軍籍から退き、1946 年 3 月には開拓農民とし
て埼玉県入間川町で開墾を始めた。しかし、




識するとともに、1948 年 1 月に出所後、戦後
公布された「日本国憲法」の擁護とその理念
を反映した非戦平和運動を開始した。その後、
1955（昭和 30）年 11 月の第一回訪中を契機
として、彼は日中友好の路線を歩んでいった。












1904（明治 37）年 8 月 1 日から、最後の日付




















































































































こうして、1931 年 9 月 28 日午後 4 時、橋
本ミッション一行は 4 日がかりで目的地奉天
（現在の瀋陽）に着いた。以下、9 月 28 日の
奉天到着以後の彼らの行動と関東軍の対応を

























































































































































































































































































た。遠藤は 10 月 22 日には北満視察の途につ













果たして、1931 年 11 月を迎え、関東軍は
突然チチハル方面へ進軍した。嫩江橋梁を巡
る約 2 週間の戦闘で関東軍は勝利し、さらに
11 月 19 日に関東軍はチチハルに入城した。
翌年 1 月 27 日、関東軍司令官本庄繁はハルビ
ン出兵の命令を出し、2 月 3 日、関東軍は総


















と改名された。3 月 9 日に、その傀儡国家の
執政として清朝最後の皇帝愛新覚羅溥儀が就













































































































  二 師団ノ編制ニ於テ 輜重ノ不足ハ忍
ビ得ルモ 通信機関及衛生機関ノ不足ハ忍
ビ難シ 鳩通信ハ好マズ 

















































満洲国の政治的な矛盾はさらに 1932 年 9
月 15 日の「日満議定書」の調印によって最終








を示す 2 か条の条文を紹介する。 





















































































継続していた。遠藤三郎は 9 月 14 日、関東軍
司令官に同行し、特別列車で新京に到着した
が、「匪賊」討伐のための作戦命令の起案と決





























































































































































1939 年 5 月 11 日、ノモンハン付近で、最
初に外蒙古軍と満洲国軍との衝突事件が発生
したのである。当時北満に駐屯中の第 23 師団































































































が起草した対ソ作戦案には 9 月 28 日付の「対
ソ作戦構想」（案）と 10 月 11 日付の「関東軍








































































































1945 年 8 月現在の関東軍は、44 年以後に作ら





















































言した。「16 日午後 4 時、参謀本部、軍令部
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